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プレコンセプションケア×インターコンセプションケア 
―母子の未来へつなぐ架け橋―

　「プレコンセプションケア」は，妊娠前の女性やカップルに行う医療的・社会的な
介入を指しますが，最近では専門外来も設置されるなど，産婦人科や関連領域にお
いて今や馴染みのある概念に育ってきました．また次回妊娠までの母体の健康管理
である「インターコンセプションケア」と対比して，学会でも主要なテーマとして
取り上げられるようになってきています．
　しかし両者は女性のライフステージに応じて切れ目なく提供されるべき連続した
ケアであり，厳密に線引きできるものではありません．互いに補完しあう不可分の
概念ともいうことができ，女性の一生涯を見据えた包括的な健康支援として捉える
必要があります．
　そこで本特集では，近年その重要性が高まりつつある「プレコンセプションケア」
と「インターコンセプションケア」の両方に光をあて，まとめて取り上げることと
いたしました．各領域のエキスパートの先生方に，母児の良好な転帰を目指したこ
れらのケアの意義，切れ目のない支援を実現するために何が求められるのか，ケア
の実践における留意点などについて，最新の知見を交え論じていただいています．
　本特集により，「プレコンセプションケア」と「インターコンセプションケア」に
関する現状と課題，継続的かつ個々の状況に応じた効果的なケアのあり方について
の理解が深まり，読者の皆様の臨床にお役に立てれば幸いです．

（東海大学医学部専門診療学系産婦人科　石本人士）
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